
第 1 回理事会 

4 月 2 日 午後 5 時～7 時 20 分 

<出席者> 

木下会長、三浦・吉本副会長、杉山専務理事、西村・弘山・小田・田中（義）各

常任理事、萬・田中（豊）・田村・河村・柴山・城甲・茶川各理事、青柳・山本・

武内各監事 

 

協議事項 

1 第 161 回定例代議員会の運営について 

 日程案を示し、運営・各担当について協議を行った。 

 

2 会報の掲載記事について 

 医師会報への記事掲載要領について協議、了承された。 

 

3 やまぐち予防医学セミナーの後援について 

 特定保健指導に役立つ栄養評価と栄養指導をテーマに開催されるもの。後援す

ることについて了承。 

 

4 健康福祉部との懇談会について 

 27 日（月）18 時 30 分から開催する。議題について諮る。 

 

5 公費負担による妊婦健康診査事業の適切な実施について（要望） 

 今回の公費負担拡充による妊婦健康診査が県内でも円滑に実施されるよう、国

の示した公費補助率の予算措置について再度、当該 3 市に要望することになった。  

 

6 平成 21 年度中国四国医師会連合総会について 

 来る 6 月 6 日（土）～7 日（日）、島根県医師会担当で開催（松江市）される。

4 分科会各テーマごとに提出議題を検討しておくことを確認、了承された。 

 

人事事項 

1 山口県留置施設視察委員会委員の推薦について 

 5 月末で任期満了となる委員の後任について審議、原田菊夫先生（美祢市医師

会）を推薦することを決定。 

 

報告事項 



1 山口県訪問看護推進協議会（3 月 12 日） 

 平成 20 年度医療機関・訪問看護ステーションに勤務する看護師の相互研修アン

ケート結果等について報告が行われた。また、「グループホームの現状と地域との

つながりについて」の講演（講師：楽さん家 十楽 浩之所長）が行われた。 

（田中義） 

 

2 郡市医師会生涯教育担当理事協議会 

（3 月 19 日） 

 生涯教育関連報告及び 21 年度事業計画（案）について協議した。（杉山） 

 

3 医事案件調査専門委員会（3 月 19 日） 

 病院 3 件、診療所 1 件の事案について審議を行った。（小田） 

 

4 スポーツ医部会理事会（3 月 19 日） 

 21 年度スポーツ医部会総会・研修会及び郡市医師会山口国体担当理事の設置に

ついて協議した。（城甲） 

 

5 都道府県医師会広報担当理事連絡協議会 

（3 月 19 日） 

 広報委員会審議報告、平成 20 年度の日医広報活動についての報告があった。テ

レビ CM の新シリーズ「勤務医編」は好評であり、各県医師会においても広報に力

を入れてほしいとのことであった。5 県医師会がテレビ会議で出席（参加）され

た。（田中義） 

 

6 山口大学教育研究後援財団理事会・評議員会 

（3 月 19 日） 

 20 年度会計における教育研究活動支援基金繰り入れについて、公益事業の中期

計画の修正について等、審議された。会長は元山口大学学長の廣中平祐氏。（木下） 

 

 

7 山口県福祉総合相談支援センター運営委員会 

（3 月 19 日） 

 20 年度事業実施報告及び 21 年度事業方針（案）について協議した。この事業

は 20 年度で業務を終え、専門相談については引き続き社協で運営される。（弘山） 

 



8 山口県暴力追放県民会議第 2 回理事会・評議員会（3 月 19 日） 

 21 年度事業計画、予算について審議した。 

（事務局長） 

 

9 おいでませ!山口国体・山口大会実行委員会第 2 回常任委員会（3 月 19 日） 

 11 件の報告・説明事項、5 議案について審議を行った。会場地第 7 次選定によ

り、新たに 2 か所が選定された。（事務局長） 

 

10 平成 20 年度在宅医療支援のための医師研修会（3 月 20 日） 

 日本医師会館大講堂において、「在宅医療支援のための医師研修会の目的と日医

の『指針』」（三上裕司：日本医師会常任理事）、「在宅医療に必要な基礎知識～高

齢者の病態と治療～」（細井孝之：国立長寿医療センター先端医療部長、神崎恒一：

杏林大学医学部高齢医学教室准教授）、「在宅医療の具体的な実践方法～他職種協

働と家族、社会との連携～」（太田秀樹：医療法人アステム理事長、和田忠志：医

療法人財団千葉健愛会理事長）及び「後期高齢者医療制度・診療報酬」（野中博：

前社会保障審議会後期高齢者医療の在り方に関する特別部会委員）の研修が行わ

れた。（田中義） 

 

11 臨床研修合同説明会（3 月 20 日） 

 福岡国際会議場において開催され、山口県ブース参加病院は 9 病院。県ブース

参加者は実質 90 名であった。（小田） 

 

12 医療・保健・福祉の連携・協働による子育てシンポジウム（3 月 21 日） 

 児童虐待防止に向けた関係機関の連携・取り組みとして、医療関係者を中心に

したシンポジウムが開催された。（茶川） 

13 山口大学坂部武史教授退官記念祝賀会 

（3 月 21 日） 

 宇部市において開催、160 名の参加者があった。 

（木下） 

 

14 第 59 回山口県産業衛生学会・山口県医師会産業医研修会（3 月 22 日） 

 メインテーマ「疾病をかかえる労働者への対処」と題して、教育講演、特別講

演 2 題が行われた。受講者は 220 名であった。（河村） 

 

15 日本スポーツ振興センター広島支所業務運営委員会（3 月 23 日） 



 学校管理下における児童生徒の事故補償について協議した。21 年度全国学校保

健・学校医大会（広島県引受）に協力することになった。（田中豊） 

 

16 山口県健康福祉事業団理事会（3 月 23 日） 

 県から委託を受け、総合保健会館の運営をしている団体である。21 年度事業計

画・予算について審議した。（事務局長） 

 

17 三師会懇談会（3 月 24 日） 

 山口県知事らを来賓に迎え、山口地方裁判所長、総括裁判官のお二人の卓話を

聴講。時事について意見交換を行った。山口県歯科医師会が担当。（杉山） 

 

18 山口社会福祉事業団理事会（3 月 24 日） 

 中期経営計画、21 年度事業計画・予算、20 年度補正予算、規程の改正について

審議した。（木下） 

 

19 山口県予防保健協会評議員会（3 月 24 日） 

20 山口県予防保健協会理事会（3 月 25 日） 

 2009 年度事業計画・予算、事務局組織規則の一部改正等について審議した。翌

日、理事会を開催。議長は県医師会長が務めることになっている。 

（三浦・木下） 

 

21 中国地方社会保険医療協議会山口部会 

（3 月 25 日） 

 医科では新規 4 件（移転 2 件を含む）を承認した。（三浦） 

 

22 山口県障害者スポーツ協会理事会（3 月 25 日） 

 21 年度事業計画（案）・予算（案）について審議した。（事務局長）   

 

23 山口県生活習慣病検診等管理指導協議会「子宮がん部会」（3 月 25 日） 

 山口県の子宮がんの死亡率が全国 7 位と悪い。19 年度の市町がん検診の実施状

況、トピックス及び山口県のがん対策について協議した。（文書報告：藤野俊夫） 

 

24 保険委員会（3 月 26 日） 

 20 年度個別指導の指摘事項について各指導担当委員から報告、協議を行った。

（萬） 



 

25 都道府県医師会情報システム担当理事連絡協議会（3 月 26 日） 

 佐伯医療 IT 委員会委員長から中間答申の内容説明、中川常任理事から経緯・日

医の取り組みについて説明・報告があった。6 県医師会がテレビ会議で出席（参

加）された。（田中義） 

 

26 山口県医療審議会（3 月 26 日） 

 「第 5 次山口県保健医療計画」の改定及び地域医療支援病院の名称使用の承認、

病床設置届出診療所の審査基準について審議した。（木下） 

 

27 やまぐち角膜・腎臓等複合バンク第 38 回理事会（3 月 26 日） 

 役員の選任後、19 年度決算修正、20 年度補正予算及び 21 年度予算案について

審議した。 

（事務局長） 

 

28 山口県高齢者保健福祉推進会議介護予防部会（3 月 26 日） 

 介護予防事業について及び認知症高齢者施策について等の協議を行った。（三

浦） 

 

29 新型インフルエンザ対策プロジェクトチーム（3 月 27 日） 

 2 月 7 日実施の新型インフルエンザ発熱外来設置訓練の事後検証を行い、今後

の課題等について協議した。（田中豊） 

30 日本医師会地域医療対策委員会（3 月 27 日） 

 会長諮問「地域社会のニーズと医療提供体制の在り方」のまとめと今後のスケ

ジュールについて審議した。（弘山） 

 

31 中国四国医師会連合常任委員会 

（3 月 28 日～29 日） 

 中央情勢報告、議事運営委員会報告があり、代議員会における質問（代表・個

人）、予算委員会委員、規約の改定について協議した。また、広島県医師会から広

島県地域保健対策協議会の取り組み（救急車の適正利用）について説明があった。 

（杉山） 

 

32 第 120 回日本医師会定例代議員会・第 67 回日本医師会定例総会（3 月 29 日） 

 唐澤会長の挨拶後、会務報告、第 1 号議案 平成 20 年度日本医師会会費減免申



請の件、第 2 号議案 平成 21 年度日本医師会事業計画の件、第 3 号議案 平成

21 年度日本医師会一般会計予算の件、第 4 号議案 平成 21 年度医賠責特約保険

事業特別会計予算の件、第 5 号議案 平成 21 年度治験促進センター事業特別会計

予算の件、第6号議案 平成21年度女性医師支援センター事業特別会計予算の件、

第 7 号議案 日本医師会会費賦課徴収の件、第 8 号議案 核兵器廃絶に関する決

議の件―の各議案について審議を行い、原案どおり可決した。  

 また、20 件（代表 6 件、個人 14 件）の質疑が出された。本県濱本常任理事が、

がん検診受診率低下に対する日医の今後の対応について個人質問を行った。  

 定例総会では、唐澤会長が、(1)庶務及び会計の概況に関する事項、(2)事業の

概況に関する事項、(3)代議員会において議決した主要な決議に関する事項―につ

いて報告を行った。（杉山） 

 

33 山口県生活習慣病検診等管理指導協議会「乳がん部会」（3 月 30 日） 

 平成 19 年度がん部会における指摘事項、山口県のがんの実情・がん対策、19

年度の市町がん検診の実施状況について審議した。（小田） 

 

34 山口県生活習慣病検診等管理指導協議会「胃がん・大腸がん部会」（3 月 31

日） 

 平成 19 年度がん部会における指摘事項、19 年度の市町がん検診の実施状況、

山口県のがん対策について審議した。内視鏡による検診が増えていることの報告

があった。（三浦） 

 

35 広報委員会（4 月 2 日） 

 会報主要記事掲載予定、会報掲載記事の内容について協議。また、医療機関、

大学の教室を紹介する新コーナーについて提案、協議を行った。日本医師会の新

CM を視聴、好評であるという評価もあるが、委員会では暗いイメージ、未来に希

望がもてるナレーションがほしいなどの意見が出た。（田中義） 

 

36 会員の入退会異動 

 入会 8 件、退会 41 件（死亡退会含む）、異動 31 件〔4 月 1 日現在会員数：1 号

1,333 名、2 号 891 名、3 号 528 名、合計 2,742 名〕 

 

医師国保理事会  第 1 回             

1 傷病手当金支給申請について 

 1 件について協議、承認。 


